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52号

　小地域ケア会議では、民生委員、愛育委員、栄養
委員、町内会や自治会の方など、地域で様々な保健・
福祉活動を行っている皆さんと、福祉の関係者が定
期的に集まり、地域が抱えている困りごとの共有や
解決するための話し合いを行っています。
　小地域ケア会議は、小学校区ごとの設置を目標に、
高齢者支援センターが中心となって推進しておりま
すが、倉敷市社協も各地区においてなんでも相談で
き、話し合いのできる場づくりを推進していること
から、会議の設置や運営に協力して取り組んでいます。

特 集 地域福祉活動計画　基本方針

地区において、なんでも相談でき、
　　　　　話し合いのできる場をつくろう
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─みんなで話し合い、学びあい、支えあい─

写真：豊洲小学校区小地域ケア会議
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地区において、なんでも相談でき、話し合いのできる場をつくろう特集
　地域福祉を計画的に推進していくため、地域福祉活動計画では「地区において、なんでも相談でき、話し合いの
できる場をつくろう」という基本方針を掲げています。
　倉敷市社協では、地域で様々な福祉活動に取り組んでもらえるような組織づくりを行ったり、相談できる窓口を
設置したり、市民に対する福祉情報や子育て支援情報の提供を充実させていきます。

　地区社協は、地域の各種機関・団体やボランティアなどによって構成され、「福祉のまちづくり」を推進するため設立
されている住民組織です。
　地区社協では、地域における福祉課題の把握や解決にむけ、様々な活動に取り組まれています。
　そのなかで、市内25か所にある高齢者支援センターが取り組む小地域ケア会議にも協力し、高齢者を中心とした地域の
福祉課題解決にむけた話し合いなどが行われています。

　（地区社協設置数：46／64小学校区　平成24年4月現在）

地区社協活動 （倉敷市社会福祉協議会）

　倉敷市社協では、高齢者等が抱える生活上・健康上の様々な心配ごとについて、不安解消や問題解決につながるよう心
配ごと相談所を設置し、相談を受けています。
　心配ごと相談所は、少しでも身近な所で相談が受けれるよう倉敷・水島・児島・玉島・真備の５ヶ所に設置しており、
さらに月曜から金曜まで、どこかで相談が受けれるよう曜日を分散して（月：真備、火：倉敷、水：水島、木：児島、
金：玉島）開催しています。

相　談　員：民生委員、愛育委員、人権擁護委員、介護者の会々長、母子寡婦福祉連合会長など
　　　　　（当番で相談をお受けしますので、日や地区によって毎回相談員が違います。）
相談内容：年間約400件の相談があり、家族の相談や福祉サービス、生活相談など様々な内容をお受けしています。
　　　　　専門的な相談など内容によっては、他の専門の相談機関をご紹介します。

　相談所の連絡先は、裏表紙に記載しております。ご相談等ございましたら、お気軽にご連絡ください。

　車いすなどの福祉機器が一時的に必要になった時に倉敷市社協では、無料で貸し出しを行っています。

貸出対象者：市内に在住し、在宅生活を営むのに福祉機器を必要とする方
貸 出 物 品：介護用ベット・車いす
費 用 負 担：無料
貸 出 期 間：６ヶ月。ただし更新できます。最長は２年間です。　
　　※貸出は、倉敷市社協の各事務所にてお貸しいたします。問い合わせは裏表紙の各事務所にご連絡ください。

介護機器・介護用品リサイクル事業：不要になった福祉機器を、必要な方に無料で譲るリサイクル事業も行っていま
　　　　　　　　　　　　　　　　　す。 詳しくは、倉敷市社協の各事務所まで。

実施事業

福祉サービス情
報

高齢者等心配ごと相談所 （倉敷市社会福祉協議会）

福祉機器の貸出し事業 （倉敷市社会福祉協議会）
在宅介護者
支援情報

倉敷ファミリー ・ サポート ・ センター を利用してください
（倉敷市総合福祉事業団）

＊利　用　料　金
平日（月〜金）7：00 〜 19：00 700 円 / 時間

その他 ( 早朝・夜間・土日・祝日・年末年始・軽度の病児保育 ) 900 円 / 時間

＊２人目からは半額料金　＊料金は依頼会員から提供会員に直接支払う

無理せずに、あなたの出来ることで良いので、ど〜ぞ お力 をお貸しください。

TEL：086-435-5678

子育て支援情報 4 月よりくらしき健康福祉プラザに移転しました。駐車場も広くて使いやすいです。

　地域の中で「子育ての援助をしたい人(提供会員)」と「子育ての援助をして欲しい人(依頼会員)」が事前に会員登録し、一時的
に子育てを助け合う事業を行っています。事前に「援助したい人」と「援助をして欲しい人」の顔合わせもあるので安心です。

＊対象者（依頼会員）：市内に在住か通勤している人で、０歳から小学６年生の子どもを持つ保護者
＊援 助 活 動 内 容：◦保護者の病気や冠婚葬祭時の預かり　◦保育施設や児童クラブ施設までの送迎やその後の預かり
　　　　　　　　　　◦就職活動や就業訓練の間の預かり
＊受　付　時　間：火～日曜日　8：30 ～ 17：15（入会金無料・印鑑を持参のこと）

提供会員さん

大募集中！！
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新年度登録者受付中！

新設地区社協紹介 水島学区社会福祉協議会「地区社協発足で思うこと」
　「水島」私が水島の地を踏んだのは、小学１年生の夏休みでした。当時の水島は戦後外
地から又は、岡山の空襲で家をなくされた方々が三菱の社宅跡に入居されて形成された町
です。小学校が出来、私は最初の１年生でした。
　このような各地からの寄合所帯を１つにまとめ、地域の一体化連帯感を作ろうと、当時
の先輩諸氏が各町内を連合体組織としてひとつにまとめ発展させた組織があります。学
区全体の運動会も今年59回を迎えます。このような地域ですが、現在は人口2,900名あま
り、65歳以上の高齢者は30％を超えております。小学生も一時期は600名以上でしたが、現在は150名前後です。昼間
は、高齢者と児童生徒の町です。
　地区社協を発足するにあたり、関係者の皆さんと色々話し合いを持って５年、やっと倉敷市で46番目、水島地区で９番
目の発足を迎えることが出来ました。
　昨年の台風や先ごろ発表された東南海地震では震度６とか言われています。いざ災害が発生したとき、高齢者と児童で
どのように対処するか。また、独居老人の問題等につきましても、他の地域と同じ悩みを抱えております。
　この度社協発足により、各支館長をはじめ民生委員の方々、老人会の皆様・ＰＴＡ・学校の関係者等福祉に携わられる
皆様の更なるご協力を得て、地域で抱えている課題を少しでも解消でき、「安心な地域」となりますよう努力いたしたい
と思っております。
　４月７日に発足の設立総会には、伊東香織倉敷市長を始め地域の多数のご来賓の方々にご臨席いただき、水島学区コ
ミュニティ会館におきまして開催できましたことは、関係者の皆様のお力添えがあったことと深く感謝申し上げます。当
面は、事業計画を盛大に開催できますようご協力をお願いします。　　　　水島学区社会福祉協議会　会長　大谷　隆治

Kurashiki Volunteer center
▪ボランティアとは？

　ボランティアの語源は、voluntas（自由意志）というラテン語からきています。
　こうした意味に人をあらわす“er”を付けてできあがったのがボランティアとい
う言葉です。その定義には、『ボランティア活動の４原則』で説明されています。

▪ボランティアセンターとは？
　住民の福祉意識の高揚とボランティア活動の振興を図る役割を担っています。業
務としては、ボランティアを求める方（団体）とボランティアをしたい方をマッチ
ング（つなぐ）する業務、養成講座を開催しボランティア人材の育成を行う業務、
出前福祉講座などで地域や学校に出向きボランティア活動の啓発・活動普及など、
ボランティア活動に関することを行っています。

▪ボランティアアドバイザーとは？
　倉敷ボランティアセンターには、ボランティア活動５年以上の経験者で、福祉の向上及びボランティア活動に理解
と熱意を有する市民の方に、ボランティアアドバイザーになっていただき、ボランティアに関する相談やボランティ
アのマッチングなどの業務を担っていただいています。アドバイザーさんをご紹介いたします。

多少でも社会貢献出来るよう
にと考え、８年目に入りまし
た。まだまだこれからです。
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ぼらんてぃあ情報

ボランティアを通じて、沢山
の出会いと良い経験をさせて
頂いています。

調整しながら、ボランティア
活動もさせていただいていま
す。日々楽しいですよ。

自分も楽しみながら、少しで
もお役に立てばと思い活動さ
せていただいています。

私自身、ボランティアをして
いただいている立場として協
力させていただいています。
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ボランティア活動の４原則
自 主 性・ 主 体 性

無 償 性

社 会 性

創 造 性・ 先 駆 性

自分から進んで行動する

(経済的な )対価を求めない

ともに支えあい、学びあう

よりよい社会をつくる

　65歳以上の方が市内の決めら
れた介護保険施設でボランティア
活動を行うと、１時間につきスタ
ンプ１個集めることができ、集め
たスタンプの個数に応じて換金で
きます。（50個まで有効）
　詳しくは、倉敷ボランティアセンターまで。

　倉敷ボランティアセンターでは、ボランティ
アの啓発・活動普及のために、出前福祉講座
（車いす体験，手話・点字体験など）を実施し
ています。平成23年度には、学校などを中心
に年間57件の利用がありました。地域での研
修や行事の時にも是非ご利用ください。
　詳しくは、倉敷ボランティアセンターまで。

倉敷市介護支援いきいきポイント制度 出前福祉講座の依頼募集
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平成24年度 事業計画・当初予算
　倉敷市社会福祉協議会では、地域の絆を強め、誰もが安心して暮らすこ
とのできるまちづくりを実現するため、「和気あいあいの倉敷まちづくり」
を基本理念とした「地域福祉活動計画」を平成 23 年度からスタートさせ
ており、本会のさらなる発展と強化を目指して策定した「倉敷市社会福祉
協議会発展強化計画」の取り組みを今年度から始めます。
　また、本会事業の基本原則である「住民参加」に基づき、あらゆる機関・
団体との協力、連携と理解を得ながら各種事業を実施してまいります。

1  一般事業　　予算額　183,695 千円
⑴ 管理運営

理事会・評議員会・部会・委員会等の開催、災害ボランティアセン
ター、結婚相談所・福祉の店「あゆみ」運営事業　等

⑵ 研修会の開催及び大会派遣
⑶ 調査広報事業

ねたきり者等要援護者調査、
マスメディアやホームページの活用によるＰＲ活動　等

⑷ 計画の実施
地域福祉活動計画・社協発展強化計画の実施

⑸ 地域福祉推進事業
福祉団体の育成、福祉協力委員制度の推進、地区社協との連絡・連携、
小地域ケア会議設置への協力と参加、権利擁護支援フォーラムの開
催、個人情報取り扱いに関する研修会の開催　等

⑹ 在宅福祉推進事業
福祉機器貸出事業・住民参加型在宅支援サービス事業の実施
倉敷高齢者障がい者ネットワーク懇談会・倉敷地域ケアネットワー
クホイップの会との連携　等

2  共同募金配分事業　　予算額　57,202 千円
⑴ 高齢者福祉事業

100 歳お祝い事業、介護者組織の育成、
独居老人組織の育成、三世代交流事業　等

⑵ 障がい者福祉事業
⑶ 児童福祉事業

子ども会・母親クラブの育成
⑷ 父子母子福祉事業

母子寡婦福祉連合会の育成
⑸ 福祉育成事業

民生委員児童委員協議会等の団体育成、社協だよりの発行
福祉講座の開催、いきいきふれあいサロン活動の推進　等

⑹ 地域福祉推進事業
地区社協設立の推進、地区社協の運営支援

⑺ 地域活動事業
地域活動への支援

⑻ 倉敷市共同募金委員会との連携
歳末たすけあい運動の実施
共同募金事業との連携

■ 平成24年度事業計画の策定にあたって

１　地域福祉活動計画の推進
２　発展強化計画の推進
３　ボランティア活動及び市民活動支援の推進
４　社会福祉協議会活動の広報充実
※重点目標に関連する事業は、重点目標の色に合わせて記載しています。

重
点
目
標

一般会計 歳入予算総額

一般会計 歳出予算総額

590,430 千円

590,430 千円

ただし、経理区分間繰入金は除いています。

（１〜７事業の合計　ただし、経理区分間繰入金は除いています。）

会費収入

寄附金収入

補助金収入

県・市受託金収入

共同募金配分金収入

介護保険関連事業収入

会計単位間繰入金収入

その他の収入

前期末支払資金残高

36,931千円

14,460千円

125,313千円

221,808千円

54,174千円

115,959千円

5,000千円

5,309千円

11,476千円

社協だより 地区社協：三世代交流事業



くらしき 社協だより 平成24年６月１日 （5）

3  倉敷ボランティアセンター事業　　予算額　12,398 千円
⑴ ボランティア育成事業

ボランティア情報の収集・発信、出前福祉講座の開催、ガイドヘルプボ
ランティア養成講座の開催、ボランティア交流座談会の開催　等

⑵ 福祉ボランティア育成事業
ボランティア保険業務、ボランティアアドバイザー業務

⑶ 地域共助型ボランティア育成事業
夏のボランティア体験事業の実施

⑷ 障がい者社会参加促進事業
各種養成講座の開催、点字広報・声の広報の作成発行

⑸ 障がい者生活訓練事業
生け花教室の開催、おもしろ工作教室の開催

⑹ 介護支援いきいきポイント制度事業の推進

4  倉敷市受託事業　　予算額　202,464 千円
⑴ 高齢者福祉受託事業

友愛訪問事業、介護者リフレッシュ事業、高齢者等心配ごと相談事業
高齢者等給食サービス事業、生活・介護支援サポーター養成研修事業
高齢者福祉センター事業　

⑵ 障がい者福祉受託事業
障がい児を囲む親子ふれあい事業、障がい者社会参加促進事業
福祉車輛貸出事業、福祉バス貸出事業
介護機器・介護用品リサイクル事業　等

※5,000千円は、社会福祉事業を実施する一般会計へ繰入れています。

特別会計（児島競艇場売店事業）

夏のボランティア体験

介護支援いきいきポイント

生活・介護支援サポーター養成講座

貸出福祉車両訪問介護事業

5  県社協受託事業　　予算額 18,712 千円
⑴ 生活福祉資金貸付事業　　⑵ 日常生活自立支援事業

6  介護保険関連事業　　予算額　115,959 千円
⑴ 地域包括支援センター事業　　　⑷ 通所介護事業
⑵ 居宅介護支援事業　　　　　　　⑸ 介護予防支援事業
⑶ 訪問介護事業

事業収入の部
事業収入

受取利息配当金収入

受託金収入

雑収入

収入合計

事業支出の部
売上原価

人件費

事務費

会計単位間繰入金支出

予備費

支出合計

46,899 千円

4 千円

18,445 千円

 30 千円

65,378 千円

37,051 千円

14,768 千円

6,251 千円

5,000 千円

2,308 千円

65,378 千円
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社会福祉協議会会員募集へご協力お願いいたします
　倉敷市社協では、地域福祉活動やボランティア活動の推進を図っております。
　このような活動を行ううえで、市民の皆様にご加入いただきました社協会費は欠かせない貴重な財源となってお
ります。
　全戸加入を目標としていますが、加入は強制的なものではございません。
　倉敷市社協の目指す「和気あいあいの倉敷まちづくり」を進めるためにも、ご理解ご賛同のうえ、ご加入をお願
いいたします。

　昨年10月1日から12月31日にかけておこないました「赤い羽根共同募金」並びに「歳末たすけあい募金」におきまして
は、市民の皆様の多大なるご理解とご協力を賜り、誠にありがとうございました。
　お寄せいただきました善意の募金は、岡山県共同募金会を通じて、倉敷市内をはじめ県下の障がい者・児童等の福祉施
設、ボランティアグループやＮＰＯ団体の活動、また東日本での災害ボランティアの活動支援等に助成されました。
　また、歳末たすけあい募金は市内のひとり暮らし高齢者の方々への敬老祝品や在宅で寝たきりの方々への見舞金として
お贈りさせていただきました。

　　　　　この事業は、お年寄りなどが、日常生活上の家事等で困っているときに、地域の方々（協力会
　　　　員）がそのお宅を訪問し、身のまわりのお手伝いをする事業です。
　倉敷市社協では、この事業の協力会員を募集しております。興味のある方は、各事務所にお問い合せく
ださい。

　　　協力会員年会費　　　　　1,000円（協力会員の方にお支払いいただきます。）
　　　活動費（基本時間1時間）    700円（利用会員の方から受け取っていただきます。）

　　　　　在宅の認知症高齢者、知的・精神障がい者のなかには、福祉サービスを利用する手続きができなかったり、生
　　　　活に必要なお金の計算や出し入れができない方々がおられます。
　そういった方々が安心して生活できるようお手伝いをする生活支援員を募集します。

　応 募 資 格：①ボランティア活動や福祉に関心のある20歳以上の方
　　　　　　　　②月１～2回程度の活動が可能な方
　　　　　　　　③自動車免許取得者
　申 込 期 間：平成24年６月１日（金）～６月30日（土）
　申 込 方 法：所定の申込用紙に必要事項を記入し受付場所に申し込む
　受付・問合せ：倉敷市社協事務局（倉敷市笹沖180  くらしき健康福祉プラザ３階）
　　　　　　　　電話：086－434－3364

平成 23 年度 実績報告
普通会費 特別会費 賛助会費 合　　計

世帯数 １口 300円 世帯数 １口 1,000円 世帯数 １口 5,000円 世帯数 金　額
104,629戸 31,496,330円 1,232戸 1,238,000円 829戸 4,190,000円 106,690戸 36,924,330円

募集

募集

共同募金、歳末たすけあい募金のお礼

赤い羽根共同募金額 歳末たすけあい募金額

倉　　敷 25,431,403 円 9,119,193 円

水　　島 10,624,008 円 3,455,700 円

児　　島 10,781,441 円 3,321,700 円

玉　　島 9,584,626 円 3,129,736 円

船　　穂 1,135,831 円 361,908 円

真　　備 3,513,013 円 1,452,800 円
合　　計 61,070,322 円 20,841,037 円

　被災地支援として、個人や団体から多くの
義援金が寄せられました。これらの義援金は
全額岡山県共同募金会へ送金し、中央共同募
金会を通じて被災地の方々へ
お届けいたしました。

■ 実績額 （H24.3.31現在）

　17,558,983円
ご協力ありがとうございました。

東日本大震災義援金

倉敷たすけあいサービス協力会員　募集中！

日常生活自立支援事業　生活支援員　募集！
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児　島

倉　敷

倉　敷

倉　敷 水　島

児　島

玉　島

船　穂

真　備

玉　島

水　島

玉　島

真　備

香典返し寄附

平成23年度後期（平成23年10月〜平成24年３月）

　　　　アーバンホール児島、明石被服興業㈱、㈱綾野工務店、壱番製織㈱、㈱エース、エブ
リィ㈱倉敷林店、㈱大上石油、大川被服㈱、オートショップカメイ、尾崎商事㈱、河合産業㈱、吉祥院、㈱木村石油、国
安ファミリークリニック、倉敷シティ病院、㈱児島サンエステート、児島マリンクリニック、駒井歯科クリニック、サン
キ・ウェルビィ、㈱山水設備、三和総業㈱、三和包装㈲、塩津歯科医院、㈲清水組、㈱ショーワ、須磨商事㈱、清香、正
療ヒフ科クリニック、㈱瀬戸内カメラ、セロリー㈱、㈱タカハタ、㈱タケヤリ、㈲タニタ、天祥寺、㈱東九ストア、永井
釦㈱、中塚興業㈱、中村不動産㈱、難波プレス工業㈱、新見脳神経外科、日本被服㈱、橋本被服㈱、㈱はまだや、㈱ビッ
グジョン、豊和㈱、堀江染工㈱、㈲松井辰雄商店、丸進工業㈱、㈲マルゼン写真館、マルハ㈱、㈲マンガヤ事務機、三宅
医院、㈲森川造園、山崎産業㈱、やまな病院、㈱ユニアート・ヤモリ

㈲小野天幸堂、倉敷工芸社、石医院

※賛助会員の掲載につきましては、平成23年10月から平成24年3月までに会費を納入いただき、ご了解をいただいた賛助会員の
　みの掲載といたしております。また、敬称は省略させていただきました。地区別、50音順に掲載しています。

お名前の掲載につきましては、寄附者のご了承をいただき、掲載させていただいております。
なお、上記の他、匿名希望として全市で24名の方々からご寄附をいただいております。

水島地区介護者の会水　島

玉　島

児　島

　社会福祉協議会では、市民の
皆様が地域で安心して豊かに生
活できるよう、地域福祉活動を
推進するためにご寄附を活用さ
せていただいております。
　ご理解のうえ、ご寄附は社会
福祉協議会へお寄せいただきま
すよう、お願いいたします。

ご寄附は社会福祉協議会へ篤志寄附

物品寄附

JX 日鉱日石エネルギー労働組合水島支部
笹山平八郎
佐藤生定
宗教法人 真如苑
妹尾　巧
山崎二郎

遠藤尭之

岡山県立倉敷古城池高等学校
株式会社　エバルス

赤木　一行
秋岡庄太郎
浅野　豊子
今岡　　光
上田　純一
宇野　　亘
江本　　彰
大月　広司
小野裕美子
金森　廣衛
亀沢　英男
斎藤　　菫
酒井　富子
坂本　　勇
佐々木和子
佐々木絹枝
神保　　工

玉木　之久
東森　真人
徳山　淳司
豊田　和久
西崎　智洋
西原　史勝
蓮岡　俊治
濱田　信義
林　　清貴
原　　健司
原　　敏子
桧　　一夫
福原　眞治
藤井　克明
藤原　和雄
藤原　浩司
松浦　　等
真鍋　　寛
丸谷　一郎

浅野　光博
池田　省悟
石部　礼子
亀石　　豊
佐分利正志
千田　健二
田山　悦子
時吉　愛子
仁熊　　實
波戸　住雄
藤井　一男
前川　秀子

赤枝　伯彦
池宗　勝之
石井　　強

小幡　桂一
亀山　　明
亀山　　勇
亀山　浩一
佐藤　恭平
宗田　　進
高橋　裕行
高橋　太郎
滝澤　信治
滝澤　正美
瀧澤　松子
田野　道博
友国　主一
中野　信吾
中原　秀明
根石　敬二
浜波　　昇
原田　光徳
平田　英彦

杉原伊津子
千田　俊文
内藤　　卓
浪本　敬二
平井　貲士
平松　邦男
平松　幹章
藤原　重信
牧野　秀久
増田　健吾
松枝　哲弘
松尾　靖諒
三宅　国夫
三宅　孝治
山𥔎　昭子
山地　伸一
山脇　博文
和氣　　誠
渡辺　　稔

三宅　　豊
森　　一成
森　　 巽
守屋ヨシミ
山口　和彦
弓削　修一

赤澤　勝利
赤澤　俊道
麻原　紀子
井川　秀男
猪木　　稔
磯部　佳孝
井田　　誠
大島　和男
太田　　学
小野シズコ
小幡　愛子

石井三代一
今城　孝志
岡野一　嚴
奥野　純子
加藤キミエ
亀井　新一
亀野　　勤
河口　　甫
河田　耕作
喜井　禎博
古中　福男
佐々木由美
杉崎　　修
造田　正弘
田井日出紀
髙城ヒサ子
滝口ヨシ子
竹平　正行
田中　壽子

平田　　弘
藤井　幸治
藤原　敏幸
松下　数馬
三宅　慶助
宮本　恵子
守分　　昇
森分　義弘
安原　豊朗
山本　康廣
渡邉喜久子

岩崎瑩太郎
岡本　　健
小野　勝正
小野　昌巳
桑島　義寛
佐々木美行

杉村　精子
髙見　忠平
中桐　和雄
中原　孝宏
藤原智恵子
水川　　清
宮原　暉夫
吉原さえ子

井上　桂一
井本　　豊
柏民　幸子
片岡　一朗
片岡　智子
門野　文彰
河合　富子
神𥔎　　茂
古城　艶子

小西　　眞
妹尾　隆之
髙見　清助
髙見　秀夫
田邊　利夫
玉置　翔大
田村ハツ美
津野　明子
土師　照枝
濱添　唯一
林　　直行
引田　　等
水川　　通
山下　輝夫

倉敷市立帯江小学校
倉敷市立南中学校 倉敷市立乙島小学校

鎌腰貫也
北原知恵子
倉敷市水島全地区民生委員児童委員協議会
地上設備 JV 安全衛生協議会
中央組合
連島公民館職員一同
法名楽壽
三寺松野

本荘園芸同好会

介護保険長尾相談室
倉敷市立乙島小学校 PTA
天台宗岡山教区第４部事務所
長森亀久男
ひまわりの会　井川佳久
ひまわりの会　中谷　中

真備町仏教会

あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
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事務所名 住  所  ・  電  話  等 施 設 名 休 館 日

事　務　局 〒710-0834  倉敷市笹沖180　　　　　TEL 434-3301 FAX 434-3357
E-mail:kurasyakyo@kurashikisyakyo.or.jp くらしき健康福祉

プラザ 3 階
毎週月曜日

祝日、年末年始
ボランティ
アセンター

〒710-0834  倉敷市笹沖180　　　　　TEL 434-3350 FAX 434-3357
E-mail:volun@kurashikisyakyo.or.jp

結婚相談所 〒710-0055  倉敷市阿知1-7-2-803　　TEL 427-0667 FAX 427-0670
E-mail:kekkon-so@kurashikishakyo.jp 倉敷駅西ビル 8 階

水島事務所 〒712-8062  倉敷市水島北幸町1-1　　TEL 446-1900 FAX 440-0154
E-mail:mizushima@kurashikisyakyo.or.jp 水島支所 3 階

土 ･ 日曜日
祝日、年末年始

児島事務所 〒711-0912  倉敷市児島小川町3681-3 TEL 473-1128 FAX 470-0054
E-mail:kojima@kurashikisyakyo.or.jp 児島支所 4 階

玉島事務所 〒713-8121  倉敷市玉島阿賀崎1丁目1-1 TEL 522-8137 FAX 523-0054
E-mail:tamashima@kurashikisyakyo.or.jp 玉島支所 2 階

船穂事務所 〒710-0261  倉敷市船穂町船穂1861-1 TEL 552-5200 FAX 552-9030
E-mail:funao@kurashikisyakyo.or.jp

船穂町高齢者福祉
センター内

真備事務所 〒710-1301  倉敷市真備町箭田1161-1 TEL 698-4883 FAX 698-9622
E-mail:mabi@kurashikisyakyo.or.jp 真備保健福祉会館 1 階

玉島 第39回 夏期福祉講座

高齢者等心配ごと相談所

地域福祉推進事業助成金のご案内
▪日時：７月21日（土）午後１時～
▪会場：玉島文化センター

▪講演：「笑って笑ってお元気に！」
▪講師：笑福亭　学光
　　　　　　（落語家）

▪問合せ先
　倉敷市社協玉島事務所
　TEL.５２２－８１３７

※整理券（無料）は、７月２日（月）8：30から
　社協玉島事務所で配布します。

　倉敷市社協では、地域福祉に取り組んでいる団
体の活動を支援いたします。

◦主な対象事業
　何らかの支援が必要な人々に対する地域福祉事業

◦推 進 事 業
◦「誰もが安心して暮らせるまちづくり」を市
　民参画のもとで推進する事業
◦24年度中に実施する事業（単年度限り）

◦助 成 限 度 額　
事業費総額の１/２以内とし、上限が５万円

◦申 込 期 限　平成24年７月31日まで

◦助 成 件 数　５件まで（審査あり）

◦問合せ・申込み
倉敷市社協事務局 TEL.４３４－３３０1

　高齢者の方に限らず、日常で心配ごとがありま
したら、お気軽にご相談ください。電話でも受け
付けております。
　相談内容は口外しませんので、安心してご相談
ください。

　「倉敷市介護支援いきいきポイント制度」へご登
録いただけるのは、何歳以上の方が対象でしょう？
　正解者の中から抽選で粗品を進呈します。
ハガキに住所・氏名・答え・「くらしき社協だよ
り」へのご意見、ご感想、今後掲載してもらいたい
テーマ等をご記入のうえ、
　〒710-0834　倉敷市笹沖180
　倉敷市社会福祉協議会「クイズ係」へお送りください。
　締め切りは７月13日(金)当日消印有効です。
　正解は次回の社協だよりにて発表します。当選者
の発表は、粗品の発送をもってかえさせていただ
きます。

事務所 曜 日 時  間 電話番号
真備 月曜日

10：00

16：00

698-4883

倉敷 火曜日 426-7867

水島 水曜日 446-1900

児島 木曜日 473-1128

玉島 金曜日 522-8137

〜

※祝日の場合は、お休みです。

クイズ

≪前回のクイズ≫　正解　４１地区


